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一畑バス大東線について 

 

 

 一畑バス㈱より、従前からの慢性的な運転士不足について、様々な対策を講じてきたが、運転

手確保に繋がらず、今後においても、非常に困難な状況であることから、このたび、大東線につ

いて、令和６年９月末をもって、運行を終了したいとの表明があったので、その詳細について説

明する。 

 

１．表明の内容 

①対象路線 ： 一畑バス「大東線」 

②内  容 ： 路線廃止 

③実施時期 ： 令和６年１０月１日（火） 

④概  要 ： 区  間 大東駅前～一畑バス本社（７往復／日、うち１往復は、土・日・

祝は運休） 

         距  離 ２７.３㌔（距離割合：雲南市５３.８％、松江市４６.２％） 

         バス停数 ５４か所（雲南市１８か所、松江市３６か所） 

 ⑤経  過 ： 運転手不足に伴い、８月１４日から、全１６便のうち２便を減便された。 

         その後も、運転士確保のため、新たにネット求人媒体を利用した募集や免許

取得費用の全額会社負担、入社支度金の増額支給など様々な対策をされたが、

改善の見込みがないため、松江管内の路線バスについて、廃止も含めた見直し

を社内において検討されていた。 

１０月に入り、松江市及び雲南市に対して、大東線について、令和６年９月

末をもって、運行を終了する旨の説明があった。 

１１月１７日には、一畑バス㈱より雲南市長宛てに、「一部路線からの撤退

（路線廃止）について」の文書（別添Ｐ２のとおり）が提出された。 

 

２．県内の路線バスの廃止・減便 

  ※別添（Ｐ３）のとおり 

 

３．道路運送法による廃止手続き 

道路運送法（抜粋） 

（事業計画の変更） 

第十五条の二 路線定期運行を行う一般乗合旅客自動車運送事業者は、路線（路線定期運行

に係るものに限る。）の休止又は廃止に係る事業計画の変更をしようとするときは、そ

の六月前（旅客の利便を阻害しないと認められる国土交通省令で定める場合にあって

は、その三十日前）までに、その旨を国土交通大臣に届け出なければならない。 

 

４．当面のスケジュール 

 １１月中旬～下旬    乗降調査の実施及び分析 

   〃         地元住民及び関係団体等への説明 

 １１月下旬～１２月上旬 一畑バス㈱との協議 



 

  



 

  


